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背側部は後頭極から 16m に位置する 41×16mmの領域｡腹側部は後




頭極から 18mmに位置する 56×11mmの領域o全体の面積は 937mm2｡
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Essen,Newsome,Maunsell(1984)の結果である｡ 中心寓の α肝 の推定値は研
究者間で大きな差があるが､偏心度4度以上では､ほぼ同程度の値になっている｡
CW-1関数に注目すると､本研究の結果とEngeletal.(1994)らの結果がほぼ
? ?? ?? ?? ?? ?? ?????
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4章に関する実験の遂行・解析に協力して頂きました。また、京都大学大学院人
間・環境学研究科江島研究室、京都工芸繊維大学大谷研究室の多くの方々に、実
験被験者として協力して頂きました。
　皆様に深く感謝いたします。
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